
氏名 東口　晴菜 部署 看護学科 職名 助手

研究分野

学位

学歴

経歴

所属学会（役職）

【2017年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1

2

3

（２）論文

1

2

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1

2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1

2

3

（２）演習

1 2017.4～2017.7

2 2017.10～2018.1

3 2017.10～2018.1

4 2017.4～2017.7

（３）実習

1 2017.5～2017.6

2 2017.7

演習担当補助として参加した。担当者が円滑に授業を進めら
れるようサポートをした。

該当なし

学士（看護学）

2010年埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科

2010年日本赤十字社医療センター看護師、16年株式会社MICメディカル臨床開発モニター、17年埼玉県立
大学保健医療福祉学部助手

SPU学会、ニューロサイエンス看護学会

研究名、研究代表者・研究分担者の別

該当なし

該当なし

成人看護学Ⅳ
演習担当（補佐）として参加した。学生が自主的に参加できるよう支
援した。

該当なし

競争的資金等の名称

該当なし

成人看護学Ⅲ
演習担当（補助）として学生の理解度を汲みながら、演習の進度を調
整するよう工夫した。

該当なし

概要（教育内容・方法等において工夫した点）

成人看護学Ⅱ

総合実習
個々の学習到達度や課題に合わせた指導を実施した。また、次年度
より臨床看護師となる学生であったため、自己が大切にする考え（看
護観）について考えを深められるよう関わりをもった。

成人看護学実習Ⅰ
3年次生を対象とし、計8週間実習指導を行った。結果として、指導学
生全員が療養支援の基礎的能力を養うという学習目標を達成でき
た。

臨床実践看護
演習担当補助として参加した。担当者が円滑に授業を進めら
れるようサポートをした。



3 2017.9

3 2017.9

（４）論文指導

1

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1

2

3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

該当なし

該当なし

IPW実習 副担当として積極的に参加し、主担当をサポートした。

該当なし

成人看護学実習Ⅲ

該当なし

該当なし

3年次生を対象とし演習と見学実習を中心に関わりをもった。

保健委員 感染症対策部会（学科補佐）

該当なし

該当なし

B55:C59

該当なし


